
◎平成17年度予算の執行状況
◆一般会計

<歳　入> <歳　出> (単位:千円)

◆特別会計

(単位:千円)

※執行状況は平成17年9月30日現在のものです。また、現計予算額には
　 繰越明許費を含んでいます。
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農業集落排水事業

住宅新築資金等貸付事業

ケーブルシステム事業

現計予算額
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介護保険事業
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戸別合併処理浄化槽整備事業

競輪事業

国民健康保険事業

収入済額

2,256,307

3,568,221

417,833

21,744,163

会 計 別 収入率 支出済額 執行率

公債費

その他

合 計

219,273
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市　債

その他
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議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費
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収入率
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730,686

836,815

710,889

8,342,664

303,083

5,321,200

1,808,877

現計予算額 収入済額

11,337,117

520,003

20,167,272

1,258,000

1,400,000

680,000

782,059

5,809,997

3,349,204

2,636,270

分担金及び負担金

55,743,565

450,701

1,596,601

453,785

0

国庫支出金

使用料及び手数料

区 分

市　税

地方譲与税

地方消費税交付金

県支出金

繰入金

地方特例交付金

地方交付税

　この財政状況の公表は、市の財政がどのように運営されているか、また、どのような状況にあるのかを市民の皆様に広く
知っていただくためのものです。市民の皆様には、市財政について、なお一層のご理解をいただき、市勢発展のためにご協
力をお願いします。
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◎市有財産の状況
（平成17年3月31日現在）

◎市民負担の状況
◆市税の負担 （平成17年4月1日現在）

1

(1)

(2)

2

3

4

5

◆借入金の負担 （平成17年4月1日現在）

◎市債・一時借入金の状況
◆市債残高 124,819,627千円　（平成17年9月30日現在） ◆一時借入金残高

（平成17年9月30日現在）

市中銀行：都市銀行、地方銀行
その他の金融機関：信用金庫、各種協同組合
共済等：各種共済組合
その他：三重県、日本電信電話株式会社の株式の
売払収入の活用による社会資本の整備の促進に関
する特別措置法第2条第1項第2号に規定する無利子
貸付金

合 計

合 計

土　　地 28,757,776㎡ 出資による権利

区 分

一般会計

特別会計

企業会計

(現年分)

有価証券

現 在 高

22,012,640㎡

4件

区 分

　　　うち山林

物権、無体財産権

軽自動車税

市たばこ税

1,019,151千円

16,031,473千円

市民税

 個 人

債　　権

基　　金

区 分
17年度予算額

都市計画税

494,375千円

1,136,783千円

19,720,067千円

7,456,694千円

5,732,995千円

1,723,699千円

9,673,055千円

 法 人

固定資産税

車両419台、その他重
要備品1,332点

現 在 高区 分

27,194円

物　　品

690,890千円

152,608円

一世帯当たり
負　担　額

117,641円

90,447円

310,131千円

115,850円

1,143,404千円

377,965円

967,027円

50,309円

市債借入残高
一人当たり

850,000千円

特別会計

企業会計

61,294,977千円

3,188,821千円

2,032,358円756,791円

64,337,189千円

128,820,987千円

18,733円

借入残高

0千円

0千円

一世帯当たり
負　担　額

一般会計

会計別

1,015,022円

850,000千円

一人当たり
負 担 額

43,806円

33,680円

10,126円

56,827円

1,822円

合 計

6,678円

4,893円

360,093円

17,935円

負 担 額

311,116円

18,039円6,717円

建　　物 589,987㎡

企業会計：水道事業、松阪市民病院事業、公共下水
道事業

<市債会計別残高>

63,197,033千円

3,047,118千円

58,575,476千円

企業会計

特別会計

一般会計

<市債借入先別残高>

140,713千円

1,483,147千円

2,762,959千円

11,497,790千円

23,226,426千円

63,026,455千円

22,682,137千円

その他

共済等

その他の
金融機関

市中銀行

公営企業
金融公庫

日本郵政公社

財務省

※人口・世帯数は住民基本台帳、
　外国人登録原票による

※市債は、道路や公園など公共施設を
　整備する時に借り入れるお金で、後年度
　にその負担が残ります。

※一時借入金は、支払など一時的に資
　金不足になった時に金融機関等から
　借り入れるお金で、短期間で返済され
　ます。

平成17年4月1日
現 在

人  口  170,220人
世帯数 63,385世帯
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◎平成16年度一般会計決算の状況（平成17年1月1日～3月31日）

《歳　入》 (単位:千円)

《歳　出》　（目的別） (単位:千円) 《歳　出》　（性質別） (単位:千円)

◎平成16年度特別会計決算の状況（平成17年1月1日～3月31日）
(単位:千円)

区 分

142,974

4,134,852

1,716,596

総務費

11,479

合 計

議会費

2,173

差引額

24,077,310

支出済額

戸別合併処理浄化槽整備事業 220,893

国民健康保険事業

老人保健事業

土木費

消防費 762,964

1,591,742

収入済額

4,657,802

399,044

65,366

市　税

4,395,408

教育費

区 分

民生費

376,613

配当割交付金 12,119

株式等譲渡所得割交付金 41,086

189,284

26,640

684,521

国庫支出金

災害復旧費

公債費

527,315

5,955,474

地方譲与税

利子割交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

交通安全対策特別交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方交付税

ゴルフ場利用税交付金

15,094

270,370

2,528,804

2,015,800

198,738

5,259,100

県支出金

財産収入

寄附金

10,225

985

諸収入
市　債

繰入金

7,798,310

1,379,109

衛生費

農林水産業費

商工費

労働費

合 計 25,929,010

20,009

1,428,761

97,233

公共下水道事業

住宅新築資金等貸付事業

収入済額

簡易水道事業

会 計 別

農業集落排水事業

競輪事業

介護保険事業

31,527

5,024,187

143,205

118,026

5,067,733

5,045,723

3,279,344

361,720 4,355

62

226,327

2,960,953

357,365

31,465

4,797,860

214,685 6,208

208,231

608,883

830,333

318,391

131,726

115,853

支出済額

2,397,802

4,458,850

4,215,390

ケーブルシステム事業

2,606,033

維持補修費 491,822

区 分 支出済額

人件費 3,581,466

48,527積立金

5,955,474

普通建設事業費 4,279,720

災害復旧事業費 527,314

公債費

合 計 24,077,310

投資及び出資金貸付金 159,479
繰出金 2,426,341

3,303,982

扶助費 1,845,716

補助費等 1,509,406

物件費 3,252,045

　平成16年度一般会計（平成17年1月1日～3月31日）の決算額は、歳入 259億2,901万円、歳出 240億7,731万円で
歳入歳出差引額 18億5,170万円となり、また、このうち翌年度へ繰り越される事業の繰り越すべき財源を控除した実
質収支額は、13億6,144万4千円の黒字となりました。

松阪市立豊地小学校

松阪市役所開庁式

アイウエーブまつさかスタジオ

松阪市役所第三分館
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◎平成16年度旧市町の決算の状況（平成16年4月1日～12月31日）

《一般会計歳入》 (単位:千円)

《一般会計歳出》　（目的別） (単位:千円)

《一般会計歳出》　（性質別） (単位:千円)

28 15 5190

国有提供施設等所在市町村助成交付金 0 1,362 0 0 0

配当割交付金 20,611 3,136 1,766 649 567

株式等譲渡所得割交付金

117,641

　平成16年度の決算は、市町村合併に伴う打ち切り決算となります（地方自治法施行令第5条第2項）。収支が赤字と
なった会計は、その不足額を歳計現金の繰替流用により補填しました。また黒字部分は、旧市町歳計剰余金として新
市に引き継がれました。
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嬉野町

1,572,315

97,762

14,380

三雲町

1,194,802

56,300

8,096

繰出金

1,587,835

150,729

593,070

203,102

2,344,554

3,011,834

664,207

53,490

支 出 済 額

公債費

積立金

61,003

50,780

67,009

松阪市

6,057,834

嬉野町

1,076,090

4,504,682

5,009,28725,189,438

179,679
2,142,854

7,000投資及び出資金貸付金

1,642,433

14,961

892,012

10,164

1,085,656

413,027

133,930

普通建設事業費

災害復旧事業費

285,006

714,548

物件費

維持補修費

3,687,256

337,596

1,499

60,425

54,901

260,861

75,830

83,603

2,971

1,229,300

142,457

64,512
379,800

5,929,410

96,510

0

28,902

43,936

979,995

1,688

49,128

31,115

69,358

51,117

75,146

16,130

370,000

295,972

45,810
274,600

3,690,386

飯南町

355,481

30,707

2,949

36,491

0

15,675

14,733

1,428,365

346

47,335

18,933

26,091

31,716

78,234

888

888,611

52,795

168,714
257,500

3,456,218

飯高町

518,716

41,862

2,572

38,539

0

22,974

11,845

1,641,803

501

21,906

12,482

28,212

222,511

72,821

801

1,142,079

108,775

32,984
218,700

4,140,654

嬉野町

75,205

746,619

三雲町

71,668

417,675

飯南町

38,841

499,876

1,043,329

344,937

6,973

123,139

7,266

646,217

304,480

1,087,651

10,164

413,027
200,280

5,009,287

583,596

192,781

0

107,543

9,841

629,759

182,131

526,700

5,415

168,515
169,087

3,064,711

530,463

394,881

40

79,178

23,580

155,140

200,823

243,420

53,974

261,327
165,211

2,646,754

飯高町

43,845

639,063

704,107

300,251

0

615,637

80,801

96,815

208,872

197,292

4,709

326,800
0

3,218,192

759,813

三雲町

791,501

475,005

24,313

111,834

452,216

427,502

5,415

168,515

169,087

2,000
437,323

3,064,711

飯南町

638,913

281,607

4,398

78,812

394,783

416,411

53,974

261,327

165,209

10,140
341,180

2,646,754

飯高町

699,302

226,369

92,494

118,754

561,741

744,581

4,709

326,800

113,162

20,100
310,180

3,218,192

合 計 29,125,052

議会費

区 分
支 出 済 額

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

繰越金

諸収入
市町債

2,649,280

587,965

1,845,400

県支出金

財産収入

寄附金

国庫支出金

地方譲与税

利子割交付金

繰入金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

ゴルフ場利用税交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

交通安全対策特別交付金

461,271

15,528

405,672

972,963

195,943

556,219

14,814

1,161,660

747,396

479,007

5,124

合 計

25,189,438

諸支出金

合 計

578,000

区 分

人件費

扶助費

補助費等 2,524,653

2,827,384

870,152

2,659,180

消防費

教育費

14,961

3,011,834

94,584

市町税

7,908,564

災害復旧費

公債費

衛生費

6,196,586

総務費

民生費

区 分
収 入 済 額

248,754

3,779,154

松阪市

松阪市

11,780,513

420,773

513,553

　平成16年度の決算は、市町村合併に伴う打ち切り決算となります（地方自治法施行令第5条第2項）。収支が赤字と
なった会計は、その不足額を歳計現金の繰替流用により補填しました。また黒字部分は、旧市町歳計剰余金として
新市に引き継がれました。
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《特別会計》 (単位:千円)

《平成16年12月31日における旧団体地方債現在高》 (単位:千円)

《平成16年12月31日における旧団体基金現在高》 (単位:千円)

飯高町

歳入

嬉野町 三雲町 飯南町区分

139,718

会 計

差引

歳出
差引

歳入

差引

歳入
歳出

歳入
歳出

歳入

11,541,808

11,402,090

歳入
歳出

歳入
歳出
差引

歳入

松阪市

6,753,264

歳出
差引

歳入

差引

歳出
差引

歳入
歳出

差引

7,071,114

4,500,208

18,282

4,407,405

945,963 591,342

差引

6,454,658 965,795 617,087

競輪事業

国民健康保険事業

老人保健事業

歳入
歳出
差引

歳入
歳出
差引

歳出

介護保険事業

簡易水道事業

戸別合併処理
浄化槽整備（事業）

農業集落排水事業

公共下水道事業

住宅新築資金等
貸付事業

ケーブルシステム
事業

福祉資金貸付事業

町民バス

希望の森づくり事業

一 般 会 計 41,607,227

歳出
差引

歳入
歳出

差引

407,728 431,605

26,525

361,340 448,753

538,375

△ 17,14825,745 46,388

666,683
7,089,396 1,301,828 693,208 479,860

1,286,184

94,612

466,300 554,351

323,165 366,960

15,644

4,072
3,630 128,414

45,827 56,157

442

74,604

18,021 18,824
17,805 10,341

106,623 19,683 15,110 1,983
81,854 16,314 8,099 2,256
24,769 3,369 7,011 △ 273

1,500

67,192

78,733 52,232 8

67,916 46,005

1,500

1,044

76,047 6,039 8 0
2,686 46,193 0

1,552

227

0

817

1,552

365,244
379,041

13,560 △ 15,976

92,803 34,105 63,982
289,060 302,978

△ 298,606 19,832

△ 33,802

△ 28,777 △ 81,755
137,912

△ 1,169,900 20,867 13,797
2,682,967 589,311
1,513,067 610,178

216 8,483

514

724 0
46,005

3,508
4,022

3,285,279 4,803,354

区 分 松阪市 嬉野町 三雲町 飯南町 飯高町

31,607,368 6,914,243 4,127,493

7,584,695 4,369,418

5,544

411,074 680,683
企 業 会 計 17,948,827 563,387 684,886 1,780,681 0
特 別 会 計

平成16年12月31日人口 127,589 19,396 11,965

989住民一人当たり 715 777 767

9,181,797

904

6,061
5,477,034 5,484,037

区 分 松阪市 嬉野町 三雲町 飯南町 飯高町

合 計 91,163,422 15,062,325

810,571 89,555 18,136

3,917,375 658,258 464,500

200,911

402,378 54,866

97,553 18,021

134,378 63,442公 営 事 業 会 計 基 金 1,493,571 226,200 142,284

125 85

平成16年12月31日人口 127,589 19,396 11,965

住民一人当たり 93 84 100

759,150 469,741

6,061 5,544

合 計 11,834,528 1,622,986 1,197,075

0

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

その他特定目的基金

土 地 開 発 基 金

その他定額運用基金 0

132,501

4,050,737

1,562,274

500 0

普
通
会
計 7,000

0

376,063 68,732

272,410 503,423 117,841
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(単位：千円）

［資産の部］ ［負債の部］

１．有形固定資産 １．固定負債

（１）総務費

（２）民生費 （１）地方債

（３）衛生費

（４）労働費 （２）債務負担行為

（５）農林水産業費 ① 物件の購入等

（６）商工費 ② 債務保証又は損失補償 0

（７）土木費 債務負担行為計

（８）消防費

（９）教育費 （３）退職給与引当金

（10）その他

計 （４）その他

（ うち土地 ）

    有形固定資産合計     固定負債合計

２．投資等

（１）投資及び出資金 ２．流動負債

（２）貸付金 （１）翌年度償還予定額

（３）基金

① 特定目的基金 （２）翌年度繰上充用金

② 土地開発基金

③ 定額運用基金     流動負債合計

基金計

（４）退職手当組合積立金

    投資等合計   負  債  合  計

３．流動資産

（１）現金・預金 ［正味資産の部］

① 財政調整基金

② 減債基金 １．国庫支出金

③ 歳計現金

現金・預金計 ２．都道府県支出金

（２）未収金

① 地方税 ３．一般財源等

② その他

未収金計

    流動資産合計   正 味 資 産 合 計

 資  産  合  計 　負債・正味資産合計

※債務負担行為に係る補償等 ①物件の購入等に係るもの 432,209 千円

②債務保証及び損失補償に係るもの 10,826,880 千円

③利子補給等に係るもの 0 千円

バランスシート
（平成17年3月31日現在）

借　　　　　方 貸　　　　　方

23,588

227,270,058

50,533,532

1,011,378

227,270,058

4,875,859

2,469,639

48,334,197

102,720,110

12,637,357

7,066,370

15,992,307

1,024,579

37,926,545

23,478,501

1,865,354

72,650,70412,493,355

5,078,006

786,834

250,107,324

7,730,194

2,321,589

292,128

2,613,717

10,343,911

116,051,574

177,456,620

250,107,324

0

5,802,867

0

5,802,867

6,606,118

2,146,778

500

4,458,840

　松阪市では、「これまでどれだけの資産を形成してきたのか」「今後どれだけの債務を負担しなければならないのか
を市民の皆様に明らかにするとともに、限られた財源の中で効率的・効果的な行政活動が求められる本市の財政状
について、より多面的な分析を行うための手法のひとつとして、バランスシートを作成しました。

9,966,602

56,881,235

0

0

66,847,837

0

34,827,933

2,173,978
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バランスシートとは

バランスシートの作成にあたって
①対象会計範囲

普通会計（一般会計、住宅新築資金等貸付事業特別会計、ケーブルシステム事業特別会計）

②一年基準

③作成の基準日

④基礎数値

⑤有形固定資産の評価方法

⑥減価償却

土地を除く有形固定資産について、定額法により行っています。

松阪市 市民１人当たり

　負　債 　負　債

　資　産 726 億円 　資　産 43 万円

2,501 億円 　正味資産 147 万円 　正味資産

1,775 億円 104 万円

(平成17年3月31日現在人口 170,220人)

資産総額は、2,501億円（市民１人当たり147万円）

負債総額は、726億円（市民１人当たり43万円）

正味資産総額は、1,775億円（市民１人当たり104万円）

社会資本形成の世代間負担比率
これまでの世代による社会資本負担比率（正味資産合計/有形固定資産合計） 78.1%

後世代による社会資本負担比率（負債合計/有形固定資産合計） 32.0%

　現在の自治体の会計制度は、単年度の現金の出入りを示す「歳入歳出決算書」などのフロー（ある一定期

間における収入や支出などの現金の動き）が中心であり、ストック（ある一定時点における資産や負債の残

高）に関する情報が充分ではないことから、近年、企業会計的手法による財務諸表の作成（民間企業で行っ

ているような発生主義、複式簿記の考え方を取り入れること）が強く求められるようになってきました。

　このような発生主義、複式簿記の考え方に基づき作成された自治体のバランスシートでは、道路・公園・住

宅などの有形固定資産、基金、現金など市民の財産がどれくらいあるのか、一方、市債残高など、後世の市

民の借金である負債がどれくらいで、それがどのような財源によって賄われているかという一会計年度末時

点でのストック情報を総括的に表すことにより、これまで市民の皆様が負担してきた税金や将来の負担とな

る市債などの財源を活用してどのような資産形成を行ってきたかをよりわかりやすく表現し、財政の全体像

を明らかにするための補完資料として有効なものとなっています。

　資産総額とは、将来にわたり公共サービスを提供するための手段としての資産の総額です。すなわち、次

の世代が引き継ぐことのできる資産の総額です。

　道路・学校などの有形固定資産が2,273億円で、資産の90.9％を占め（このうち土地は505億円で、

20.2％）、土地分を除いて減価償却を控除した額を計上しています。残りが投資及び出資金・基金等の228

億円です。

　負債とは、将来返済すべき債務であり、次の世代が負担する借金などです。負債が多ければそれだけ市

税などからその返済に充てなくてはならない資金が多くなり、財政硬直化の原因となります。

　市債総額が569億円で、負債の78.3％を占め、次いで退職給与引当金が100億円で、負債の13.7％を占め

ています。

　正味資産とは、現在までの世代がすでに負担し、次の世代に引き継ぐ資産です。

　市の独自財源である市税を含む一般財源等が1,161億円で、正味資産の65.4％を占め、残りが国県支出

金の614億円です。

会計年度の最終日である平成17年3月31日（平成16年度末）とします。なお、出納整理期間（4月1

日～5月31日）における出納については、バランスシート作成の基準日までに終了したものとして処

理しています。

固定・流動の区分については、原則として一年基準（バランスシート作成の基準日の翌日から1年

以内に入金または支払の期限が到来するものを流動資産・流動負債とし、それ以外のものを固定

資産・固定負債とする基準）を採用しています。

資産形成のために実際に投下された税等の額を表す、昭和44年度以降の総務省決算統計の普通

建設事業費をもって取得原価としています。

電算処理化された昭和44年度以降の「地方財政状況調査表」（以下、「総務省決算統計」といいま

す）データを基礎数値として用いています。なお、松阪市は平成17年1月1日に新設合併しているこ

とから、平成15年度以前のデータは旧市町分を合算しています。

市民１人当た
りでは
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語句の解説

財政状況等

地方公共団体の行政運営の基本的な経費を網羅して計上した会計。

一般会計に対し、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区別して別個に処理するための会計。
地方公営企業法の全部又は一部の適用をうける公営企業の会計。水道事業、病院事業など主として事
業運営のための経費を事業運営に伴う収入をもって賄っている事業（独立採算を原則とする事業）が
これに属する。
市が自主的に収入できる財源をいい、市税、分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄附
金、繰入金、繰越金、諸収入がこれに該当する。
国または県の意思で定められた額を交付されたり、割り当てられたりする財源をいい、地方交付税、
国庫（県）支出金、地方譲与税、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、市債などがこれに該当
する。

地方公共団体の自主性を損なわずに、地方財源の均衡化を図り、かつ地方行政の計画的な運営を保障
するために、国税のうち、所得税、法人税、酒税、消費税、たばこ税それぞれの一定割合の額を、国
が地方公共団体に対して交付する税。地方交付税には、一定の算式により交付される普通交付税と災
害等特別の財政事情に応じて交付される特別交付税がある。

地方公共団体が財政上必要とする資金を外部から調達するために負担する債務で、その返済が一会計
年度を越えて行われるもの。いわゆる地方公共団体の借金で、地方債を起こすことを「起債」とい
う。
市がその年度内に、支出にかかる現金に不足が生じた場合、その不足を補うために一時的に金融機関
などから借り入れるお金。

施設など資産として将来に残るものに支出される経費。道路の改良、橋の架け替え、小中学校や庁舎
などの建設事業にかかる経費。

バランスシート

将来にわたって市民にさまざまな行政サービスを提供するための経営資源。

道路・橋・河川・公園等の他、学校や文化施設などの建物設備や備品等。バランスシートでは、減価
償却実施後の金額を計上し、また土地は減価償却を行っていません。

財団法人などへの出資金、住宅資金等の貸付金、福祉や教育・スポーツ、土地開発などを目的とした
特定目的基金や定額運用の基金など。

基準日に保有している現金及び預金（財政調整基金及び減債基金を含む）と市税等で年度内に収入さ
れなかった未収金。

市民の負担として将来にわたって返済（償還）していくもの。

職員に対する退職金支給に備えるための引当金。

市債の翌々年度以降の償還（返済）予定額。債務負担行為は、資産として物件等の引き渡しを受けた
もので支払がまだ終了していないものや、市が債務保証・損失補償をおこなっているものについて支
払義務が発生した場合に計上し、また、退職給与引当金は、年度末に職員全員が普通退職したと想定
し、その要支給額を引当計上します。

市債の翌年度の償還（返済）予定額。 翌年度繰上充用金は、翌年度の歳入をあてることができる制度
ですが、該当はありません。

資産のうち税等によりこれまでの世代によって既に負担された額で、資産形成に使われた国・県支出
金と市税等の一般財源等に区分して表示。

松阪市の公金保管状況について

流動負債

正味資産

退職給与引当金

固定負債

流動資産

負債

有形固定資産

投資等

投資的経費

資産

地方債（市債）

一時借入金

一般会計

特別会計

依存財源

地方交付税

企業会計

自主財源

定期預貯金
47.7%

普通預金
19.1%

地方債
7.3%

現金
0.0%

普通預貯金
（決済性）
17.9%

国債
8.0%

　問い合わせ
　財務課財政係
　℡53-4325・4317

　平成17年9月末現在の松阪市の公金現在高は、190億6,032万3
千円となっています。
　公金については、表のように国債・地方債の債券の購入をはじ
め、金融機関へ定期・普通預貯金などにより保管、運用をしていま
す。
　ペイオフ対策として、決済性の普通預貯金での保管のほか、定
期・普通預貯金額は、預貯金債権と借入債務の相殺により元本に
損失が生じないよう借入金残額以内としています。
　運用に際しては、元本の安全性を第一に考え、債券では最も安全
性の高い国債・地方債を購入しています。また、預入先の財政状況
を確認しながら公金の安全確実な保管、運用に努めています。

公金保管状況（H17.9.30現在）

区 分 備　　　考

定 期 預 貯 金 預入先金融機関数 6ヶ所

普 通 預 金 預入先金融機関数 1ヶ所

普通預貯金（決済性） 預入先金融機関数 2ヶ所

国 債

地 方 債

現 金

合 計

（水道事業、病院事業、公共下水道事業会計含む）

1,530,000

1,395,800

2,830

19,060,323

金額（千円）

9,086,980

3,636,085

3,408,628
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